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１．はじめに 

2011 年、2014 年と過去２回にわたり、宮城県石巻市での私たちの取り組みをこの「総合

交通メールマガジン」にてご紹介いただきました。最初は震災後の初動から立ち上げについ

て紹介させていただき、次に『被災地での』、『コミュニティ・カーシェアリング』という活

動全体の輪郭がある程度できてきた頃だったのでその紹介をさせていただきました。あれ

からの２年、私たちは『平時での』、『コミュニティ・カーシェアリング』という新しいコン

セプトの確立に向けて、産官学民が連携し、一歩ずつ取り組みを進めてまいりました。今回

は、この２年の私たちの取り組みと新しく広がったその先の可能性について、ご紹介させて

いただきます。 

 

過去にご紹介いただいた記事 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/39.pdf 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/77.pdf 

 

２．石巻で生まれた『コミュニティ・カーシェアリング』とは 

こちらの漫画をご覧ください。 
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３．社会実験で整理された仕組み 

2014 年 11 月に石巻市役所の５つの関係課（現在は 11 の課）・地元の大学・住民組織・コ

ンサルタントらで「石巻エコ EV カーシェアリング検討委員会」が設立されました。ここで

は、ある一か所の復興公営住宅を社会実験の場として、太陽光発電で充電する電気自動車で

行うカーシェアリングを導入しました。コミュニティ・カーシェアリングの効果の検証と持

続的なモデルに向けての体制づくりについての模索を行い、次の年度以降の展開について

決定することを目指し取り組みが進められました。導入に向けて様々な協議と協力を得て、

2015 年６月に吉野町復興公営住宅に導入されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこから、現場でカーシェアリングを住民の皆さんに取り組んでいただきながら、利用者

にインタビューを行い、それを毎月開催される検討委員会の会議で報告したり、移動支援の

専門家や東北運輸局等の公的機関との意見交換を行い、それらで得られた意見を現場に反

映させながら取り組みを進めてまいりました。 
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仮設住宅で実施してきた「被災地カーシェアリング」は、地域住民による個人のボランタ

リーな活動に支えられており、また、貸し出しの対価を協会が受け取っていないため、持続

性という点で大きな課題を抱えていました。検討委員会ではそれを改善させるために協議

の末、新しい『コミュニティ・カーシェアリング』を以下のように整理しました。 

 

 

 

ポイントは以下の３点です。 

 

１．車を共同で運営する利用者は、地域活性化を目的とした会則を定め、その会則（ルール）

にのっとって非営利（経費を定期的に精算する方式）で車を運営する。 

 

２．外出支援行為が伴う場合は、送迎の対価は決してドライバーは受け取らず、ただ、会の

運営にかかる経費は会で負担し、会の運営役員には最低限の役員手当を支給すること

でボランタリーに活動する個人の負担を減らす。 

 

３．日本カーシェアリング協会は、車を有料で貸し出し、会の運営をサポートする。そのサ

ポートを行政や地域が行うことで組織を維持する。 
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検討委員会では、アンケート調査を通して効果の検証も行いました。 
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アンケート調査結果では、移動・防災・精神面・コミュニティ形成においてそれぞれポジ

ティブな結果がでました。特にコミュニティ形成に関しては、特に際立った効果が確認され

ました。 

継続性を見据えた型が整理され、効果が確認されたため、検討委員会では他の地域への展

開が決まり、現在他の復興住宅への導入が進められるようになりました。また、電気自動車

を活用した防災ネットワークの構築や過疎地でのモビリティの確保のための公共交通機関

とコミュニティ・カーシェアリングの連携についての検討も始まりました。 

 

そして、私たちは、検討委員会で整理した内容を実践ガイドブックとして 40 ページの漫

画冊子にしました。冒頭の説明の漫画もそれにあたるわけです。「石巻を社会の雛形とする」

ということを目指し取り組んできた５年間の集大成として作成しました。 

 

 

（ガイドブックの写真） 

 

こちらからダウンロードできるので、ぜひ一度中身をご覧ください。 

http://japan-csa.seesaa.net/article/434535494.html 

※冊子が必要な場合ご連絡いただければ着払いにてお送りいたします。 

※英訳版も上記サイトからダウンロードいただけます。 

 

また、『コミュニティ・カーシェアリング』を実践している団地が実際に使用している会

則やルール等もアップしているため、そちらもぜひご確認ください。 

  

４．オーストリアの CARUSO との運命的な出会い 

2016 年２月、ウィーン工科大学で交通について研究されていらっしゃる方から調査依頼

がありました。オーストリアで私たちとよく似たカーシェアリングに取り組んでいる事業

者の研究をされており、その比較を行いたいとのことでした。そして、驚いたのがその研究

http://japan-csa.seesaa.net/article/434535494.html


6 

者の方、柴山先生は、石巻出身の方だったのです。 

 

３月と４月に石巻に来られ、ヒアリング調査を受けた際、オーストリアの事例についてお

話を伺ったところ、私たちのように近隣住民らで車をシェアしているのですが、IT システ

ムを利用しより便利にそれを実現しているとのことで、６月に早速オーストリアに視察に

伺わせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

CARUSOはオーストリアの中でもスイスとドイツの国境近くのブレゲンツという場所に

位置し、実際にカーシェアリングが行われている現場は、山間部等いわゆる田舎で実践され

ていました。元々2010 年頃から一つの集合住宅で移動性と持続可能なライフスタイルを模

索する実験的な試みから始まりました。そこに政府が助成し、オンライン予約システムや

GPS を搭載した車載システムが開発され、さらに税金、法律、保険、契約、料金等の計算

方法などの、様々な側面について検討がなされ、仕組みが構築されました。2015 年 6 月に

CARUSO カーシェアリング協同組合が設立され、最初の１年の間に、運輸連合、地方自治

体、電力公社、そして複数の地域を代表する企業といった、重要な関係者を組合員として迎

え取り組みが進められています。 

 

 

 

（CARUSO のカーシェアリングが行われている場所） 
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私たちは CARUSO を訪れ意見交換を行い、その仕組みを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CARUSO も私たちと同様、利用者同士でルールや料金を決めて車を使用しています。こ

この場合グループの責任者は車の所有者です。ただ、CARUSO と私たちの一番の大きな違

いは、車を持たず、システムを提供しているという点です。彼らはあくまで、車をシェアす

るためのプラットフォームを提供しているだけなのです。 
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私たちは実際に利用する利用者の話を聞きました。その中で自治体が CARUSO のシステ

ムを導入し公用車をシェアしているケース等もありました。各自治体は環境政策や生活困

窮者支援といった福祉政策の観点から導入し、年会費の負担や、市報やバスの車内広告で

PR を行うなどの支援していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、オーストリアには公共交通機関の調整を行う運輸連合という組織があるのですが、

CARUSO をサポートしながら様々な公共交通機関との連携に取り組んでいました。 
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５．第１回『コミュニティ・カーシェアリング』シンポジウムｉｎ石

巻の開催 

オーストリアへ視察を行っている最中、日本からうれしい連絡がありました。出発する前

に申請していた事業の採択通知が復興庁から届いていたのです。CARUSO の創業者、クリ

スチャン・スティンガー・フォーメッツ氏とウィーン工科大学の柴山先生をオーストリアか

ら招いて、日本とオーストリアで実践してきた事例をテーブルの上に置き、『コミュニティ・

カーシェアリング』というコンセプトについて課題と可能性を大いに語り合うシンポジウ

ムを石巻で開催することができることになりました。私たちは、この取り組みをぜひ継続さ

せたいと思い、実行委員会を立ち上げタイトルに『第１回』とつけました。その趣旨に賛同

し、クリスチャン氏も実行委員会の共同代表を引き受けてくださいました。津波で多くのも

のを失った石巻から生まれた『コミュニティ・カーシェアリング』がオーストリアで運命的

な出会いを経て、そのコンセプトにより磨きをかけて、石巻だけでなく、他の地域や国へ貢

献することを目指し、その一歩をこのシンポジウムで踏み出したいと考えております。 

ぜひともお越しください。詳しくは：http://www.community-carsharing.com/ 

http://www.community-carsharing.com/
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６．連絡先 

  一般社団法人日本カーシェアリング協会 

代表理事 吉澤武彦 

住所：〒986-0005 宮城県石巻市大瓜字鷲巣 45-1 仮設大瓜団地集会所内 

E-mail：info@japan-csa.org 

TEL / FAX：0225-22-1453 

ホームページ：http://japan-csa.org/ 

Blog：http://japan-csa.seesaa.net/ 

Twitter：http://twitter.com/#!/JapanCarSharing 

Facebook：https://www.facebook.com/japancsa 
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